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ヘッドライン　化学とつながる職業
　大学で化学系に進んでも，研究職に就くとは限らない。中学・高校で化学を学び，さらに
大学で化学を選んだとき，将来どのような未来が描けるのかを探った。化学とつながる数多
くの職業の中から，今回は 8名の方に①大学で化学を選んだ理由，②現在の職業を選んだ理
由，③化学が活かせると思った理由，などについて書いていただいた。
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平面分子の化学：芳香族分子  岡野　孝
芳香族アミンの最先端合成法　―π 共役系＋窒素＝新機能分子―  村上　慧
芳香環を繋げる　―ナノカーボンの構造と機能  武山慶久，上島　貢
分子の動きを活かして材料技術をうみだす  齊藤尚平
芳香環の反応と構造の街衢への散策そして思索  米澤宣行

次号ヘッドライン 芳香環が織りなす化学　―反応・構造の基礎から
機能性 π 共役分子の開発まで―

　神奈川大学の前身の横浜専門学校が，1930 年に移転してきた地がこの横浜キャ
ンパスです。国内有数のターミナルである横浜駅や東海道新幹線新横浜駅からも比
較的近距離にありながら，周囲には静かな住宅街が広がり，内部は緑も多く落ち着
いた雰囲気のこのキャンパスには，大学本部と工学部を含む 5学部があります。こ
のキャンパスはこれまでに 4回，日本化学会年会の開催地になっています（うち
2011 年 3 月の年会は震災のため中止）。

表紙の言葉　神奈川大学横浜キャンパス：正門と 1号館


